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１．はじめに 

愛知県では、県内の地下水の状況を把握するため、水質汚濁防止法に基づき地下水質測定計画

を策定し、平成元年度以降継続して調査を実施している。 

これまでの結果、環境基準値（0.01 mg/L）を上回る濃度の砒素が多数の井戸から検出される

地域があり、汚染原因は地層・地質に由来すると推定されている。 

そこで、県内の地下水質測定結果のうち砒素に着目し、濃度分布、他の項目との関連等につい

て検討した。また、ＧＩＳソフトを用い、濃度分布等について、視覚的にわかりやすく取りまと

めた。 

２．方法 

県がこれまでに公表した地下水の水質調査結果及び環境調査センターで分析したデータのう

ち、概況調査及び汚染井戸周辺地区調査の結果について取りまとめ、フリーＧＩＳソフト「地理

情報分析支援システムＭＡＮＤＡＲＡ」１）を用いて地図上にプロットした。 

３．結果 

砒素の濃度分布図を図１に、ｐＨの分布図を図２に示した。砒素が多く検出されている尾張地

域では、ｐＨ７以上の地点が多いことがわかる。 

図３の愛知県の地質図２）と比較すると、新生代第四紀完新世の海成堆積岩の地域で砒素が多く

検出されている。なお、砒素が高濃度で含有する地質体として、海成泥質岩をはじめとする堆積

岩が挙げられている３）。また、砒素の溶出にはｐＨや酸化還元電位が関係すると言われており４）、

今回の結果から県内の地下水でも同様の傾向があることが見て取れる。 

今回ＧＩＳソフトを用いることにより、県内の砒素検出地点と地質等との関係性を視覚的に明

らかにすることができた。今後は、地下水の調査において砒素の汚染が判明した際、汚染原因の

特定や判別に寄与するデータとしての活用が期待できる。 
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図２ 愛知県内のｐＨ分布

図３ 愛知県の地質図
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